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関西大学独逸文学会行事記録
(昭和52年4月～昭和53年3月）
’
○昭和52年6月19日昭和52年度総会および第43回研究発表会
総会議事
l)会長挨拶 見次直雄
2）編集報告 芳原政弘
3）会計報告 福岡四郎
4）会長改選 見次教授三選される
研究発表
1） トーマス・マン『トーニオ・クレーガー』試論（その2）－ハイ
ネ同化一 大久保渡氏
2） 『ある戦いの記述』の二つの稿について一一カフカ文学の出発点と
その展開一 井上 勉氏
出席者32名
｜
○昭和52年12月11日第44回研究発表会
研究発表
ゲオルク・クラウスの記号理論について
スライド映写
ドイツ紹介， ラーベ由縁の地を中心に
平川信弘氏
諸沢 巌氏
出席者18名
「関西大学独逸文学会会則
本学会は関西大学独逸文学会と称する
本学会は独逸文学・独逸語学の研究および普及をはかることを目的とする
本学会は前条の目的を達成するために次の事業を行なう
1． 毎年1回総会を開く
2． 毎年2回研究発表会を開く
3． 毎年機関誌を発行する
4． その他研究会，講演会などを行う
本学会は次の会員で組織する
1． 本学独逸文学科の教授・助教授・専任講師及び助手
2． 本学の教授・助教授・講師および助手の有志者
3． 本学独逸文学科学生・院生
4． 本学学生・院生ならびに卒業生の有志者
5． その他本学会の趣旨に賛同する者
本学会は会長1名・委員および幹事それぞれ若干名を置く
1． 委員は本学独逸文学科の教授・助教授および専任講師とする
2． 会長は委員会が会員中から推薦する
任期は2年とし重任を妨げない
3． 幹事は本学独逸文学科の助手。および互選された学生・院生・卒業生の
若干名に委員が委嘱する
任期は1年とし留任を妨げない
機関誌の編集委員は本学会の委員の互選による若干名とする
会計年度は4月1日より翌年3月31日までとする
会費は年額1,500円とする
本学会の事務所は本学文学部独逸文学科研究室に置く
会則の変更は委員会を経て総会の審議によって行なう
〔備考〕会費年額1,500円（第8条）は昭和51年度よりとし、50年度以前
入学の学部学生の前納会費は据置とする
??????
第4条
第5条
???????
????‐?
！
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’｢独逸文学」第23号（道家忠道教授古希記念号）
執筆申し込み要領
1． 申し込み方法
執筆申し込み者は昭和53年6月30日までに編集委員会に申し出ること．
論文の場合はその要旨（レポート用紙1枚以内，横書き）を，論文題目，
回頭発表の有無および日本文・ドイツ文の別を記したものとともに，昭和
153年9月30日までに編集委員会に送付．
2． 原稿について
’
i 日本文の場合，本文・注を合計し400字詰横書用原稿用紙で40枚．別
に500語程度のドイツ文のレジュメを添えること．
ii ドイツ文の場合，本文・注を合計し5000語（タイプ印書),レジュメ
は不要．
i , iiいずれの場合も完全原稿を昭和53年11月30日までに，編集委員会
に送付，執筆申し込み，原稿送付とも締切り日厳守のこと．なお執筆申し
込みの際， 「独逸文学」執筆要領を請求のこと．
’
口
第23号は明年3月をもって定年退職なされる道家忠道教授に捧げる記念
号を企画していますので，ふるってご投稿下さい．なお記念号につき，論
文以外（書評・紹介など）はご遠慮下さい．
’
’
’
’
l
l
1編集後記
昭和52年度「独逸文学」第22号ができあがりましたので，お届けいたします．本号
は，文学部門では二宮まや助教授および大学院博士課程在学中の大久保渡，同修士課
程修了の久保山敦子，佐藤泉の新進の諸氏，語学部門では本学のためにご尽力いただ
いている近畿大学教授平川信弘先生，そして本号より新たに設けられた書評・紹介部
門では藤井啓行教授の，合計6編の寄稿をいただきました。執筆者各位に厚くお礼申
し上げます．
さて本誌に長年にわたって継続掲載されました高尾国男先生のご遺稿「フリードリ
ヒ・ヘルダーリン」が漸く完結しましたので，合本・装丁の上先生のご霊前に謹んで
捧げました．ご遺族のお喜び一入であったことをここにご報告いたします．完結にあ
たりこれまでご協力いただいた諸氏，また題字をお書き下さった上道直夫名誉教授
あとがきをご執筆いただいた藤井啓行教授に厚くお礼申し上げます．
なお，特集テーマによる編集を企画していますが， ご意見なりご要望がありました
ら，編集委員会まで随時お知らせ下されば幸いです．
昭和53年3月
第22号編集委員 福岡四郎
八亀徳也
浜本隆志 新谷浩堆
芳原政弘
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